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吐出弁据付時の仮設は、天候を考慮して短期間で実施するものと
し、吐水槽の止水は考慮しないものと考えてよろしいでしょうか。

既設吐出管に接続する際に吐出水槽の水抜きをする必要があり
ますが、予定されている水替え方法をご教示頂けますでしょうか。
尚、吐出側のゲートにて止水は可能でしょうか。
また、吐出水槽内の水抜きは、バイパス水路等にてポンプ井に戻
すことは可能でしょうか。

止水（仮設）は任意のため受注者の判断によりますが、特記仕様
書第６章第４節（２）に記載のとおり、降雨状況等により吐出水槽
へ雨水を流入させる可能性があります。

既設のバイパスゲート（口径φ４００ｍｍ）により、吐出水槽の水を
ポンプ井へ戻し、吐出水槽の水位をＴＰ－０．４ｍ程度まで下げる
ことが可能であると想定しています。
ただし、特記仕様書第６章第４節（２）に記載のとおり、降雨状況等
により吐出水槽へ雨水を流入させる可能性があります。
また、吐出側の放流渠のゲートによる止水は、雨水排水の状況次
第のため、別途協議となります。
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